
 

授業科目 論理国語 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） ２学年 特進 単位数 ２ 

授業内容 

〇近現代の論理的な文章を読解し、的確な言葉を用いて考えを表現する。 

・漢字や語彙などの基本的な知識、背景知識を習得し、読解に活用する。 

・具体的事例と筆者の意見、因果関係や対比構造など論理の展開を理解して内容を 

把握し、筆者の主張・要旨を読み取る（読解のスキルを高める） 

・社会的な話題の文章を読んだり、資料を活用したりして、得た情報をもとに自ら 

の主張を再構築し、言葉で表現するトレーニングを積み上げる（思考力・表現力の

強化・向上）。 

・文章記述や発表、議論を通して考えを表現し合い、また人の意見を理解し、お互い

の考えを深め合う（ペアワーク・グループワーク）。 

到達目標 

○論理的文章を正確に読解する力を身につけている。そのための要約力・質問力・先読み

力などのスキルを修得できている。 

○自分の考えを論理的に表現することができる。そのために書くこと・話すことを積極的

にできる態度を 1年間で向上させている。   

○ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする、自らのキャ

リアについて授業を通じて考えるなどの態度を 1年間で向上させている。 

○自らが考えて、言語運用能力を高める、読解スキルを向上させるなど主体的に学習する

態度と、仲間と協力する・読書や ICT を利用しての対話的な学習を行えるようになっ

ている。 

評価方法 

① 「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」 

の３つの観点から評価する。①については定期考査、小テストの結果で評価。加えて、自

主的な学習を評価に加える。②については定期考査（記述問題）と課題の内容で評価。課

題を積極的に行うことで思考力・表現力を高めることも加点対象とする。③はリフレクシ

ョンシート（授業ごとに提出）の内容を精査し、また授業への取り組む姿勢、ペア・グル

ープ活動での貢献度、課題やノート等の提出状況で評価する。特に、リフレクションシー

トにおける自己評価、相互評価を重視し、評価活動によって主体性を高めることを目標と

する。 

使用教材 

教科書   「精選論理国語」（東京書籍） 

副教材  ウインステップ論理的・文学的２ 現代文キーワード読解 リテラス１級 

実用文速読トレーニング 常用漢字ダブルクリア（継続） 

その他 

大切なのは教科書や教材の内容を覚えることではなく、授業を通じて語彙力、背景知識を

増やし、表現力、思考力、判断力などの言語運用能力と読解スキルを高めることです。そ

れが「生きる力」をつけ、人生を考える基礎力を向上させます。また、この授業は大学入

試のための実践力を向上させることに繋がります。教材についてはみなさんの習熟状況

に応じて修正する可能性があること、投げ込みの教材を使用することを付記します。 

 

●授業進度表（論理国語 ２年特進） 
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イメージを読む 日本人の美意識

地図の想像力

言語を再考する 混じり合う言葉

言語と記号

近代という時代 鏡の中の現代社会

11月 12月 1月4月 5月 6月 7月 8月

2
学
期
期
末
試
験

1
学
期
中
間
試
験

学
年
末
試
験

学年

２
年
特
進

1
学
期
期
末
試
験

2
学
期
中
間
試
験

単元 項目科目

夏
季
休
業

3月2月9月 10月

論
理
国
語



授業科目 文学国語 2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） ２学年 特進・文系 単位数 ２ 

授業内容 

○漢字や慣用句・心情表現などの基本的な知識を習得し、読解に活用する。 

○表現に着目して、小説に描かれた出来事・場面・登場人物の心情や関係性を読み

取る。 

○詩歌の形式やリズム・表現技法とその効果を理解して、描かれた世界観を味わ

う。 

○論理の展開を理解して、内容を把握し、筆者の主張・要旨を読み取る。 

○文学作品の背景やその作者について理解し、読解を深める。 

○さまざまなテーマの文章や作品に興味関心を持てるように読書指導を行う。 

到達目標 

○説明的文章の内容を把握し、要旨をまとめることができる。 

○文学的文章の表現や心情表現を理解し、主題をとらえることができる。 

○文学を味わい感受性を高め、人の生き方について考えを深めるとともに、人と理

解し合い人生を豊かにする態度を養う。 

評価方法 

①「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む

態度」の３つの観点から評価する。具体的には、定期考査を中心に、日常の授

業への取り組みやグループ活動への参加態度・小テスト・課題の達成状況・ノ

ート提出状況・振り返りシートの内容などをもって、総合的に評価する。 

使用教材 
教科書 「文学国語」（東京書籍） 

ウインステップ文学的（進研学参） 

その他 言葉を味わう経験を日頃からしていきましょう。 

 

●授業進度表（文学国語 ２年特進 文系） 
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授業科目 古典探究 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） ２学年 特進 単位数 ３単位 

授業内容 

＜古文＞ 

〇古文の基礎知識を習得し、それを活用して作品を読解する。 

古典文法（用言・助動詞・敬語の復習、助詞の習得）・古典単語・文学史・古文常識 

〇様々な作品に触れ、主語・述語に着目して自力で読み、文章の全体像をつかむ。 

・説話を読み、敬語表現などに注意し動作主を捉え、文脈を読み取り、内容の面白さを味わう。 

・歌物語を読み、物語の中の和歌の役割を考え、和歌に詠まれた登場人物の心情を読み取る。 

・随筆を読み、筆者の感受性・自然観を読み取る。 

・軍記物語を読み、内容や表現の特色を理解し、登場人物の心情を捉える。 

・物語を読み、登場人物の行動や心情を読み取り、物語世界の魅力を感じ取る。 

＜漢文＞ 

〇漢文訓読の基礎知識を身につける。（訓読のきまり・句法） 

〇様々な作品に触れ、人物関係を整理しつつ、内容を正確に読み取る。 

・史伝を読解し、登場人物の心情や人間性を捉え、その考え方や生き方を評価する。 

・文章を読み、比喩の内容を捉え、筆者の主張を理解する 

・時代背景を踏まえて中国の思想家の考え方を理解する。 

 

〇適宜、演習問題・入試問題などに挑戦し、読解演習を行う。 

 

到達目標 

〇古文・漢文の基礎知識を理解・習得し、文を解釈することができる。 

〇初見の文章でも読解して内容を把握し、設問に対応することができる。 

〇古典作品への興味・関心を深め、作者のものの見方や考え方に触れ、登場人物の生き方を考え、 

自己の人生を豊かにする。 

評価方法 

➀知識・技能、②思考力・判断力・表現力、③主体的に学習に取り組む態度 の３つの観点から評価す

る。具体的には、定期考査を中心に、実力テスト・小テスト・課題の提出状況・日常の授業への取り組

みやグループ活動への参加態度・振り返りシートの内容などをもとに、総合的に評価する。 

使用教材 

教科書  「精選古典探究 古文編」 （東京書籍） 

「精選古典探究 漢文編」 （東京書籍） 

副教材  「プログレス古典総演習 標準編」 

「プログレス古典総演習 発展編」（いいずな書房） 

継続使用 「key&poinｔ 古文単語 330 」（いいずな書店） 

     「新修古典文法」「ドリル編 新修古典文法 」（啓隆社） 

     「新明説漢文」「新明説漢文ノート」（尚文出版） 

 

その他 

○予習を徹底し、自力で読解する練習をする。授業後復習をし、確認する。 

そのサイクルを確立しましょう。課題なども含め、何事も丁寧にとりくむこと。 

疑問点があれば、質問に来てください。 

○出来る限り多くの古典に触れ、古人の感じ方や生き方に思いを馳せ、古典を楽しんでください。 

●授業進度表（２年特進 古典探究） 
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授業科目 地理総合・地理探究 ２０２５年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ２学年 特進 単位数 ３ 

授業内容 

・教科書を中心に，資料や図表などを適時使用し，関心・意欲を持ち，社会的

事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題追究・解決する活動を行う。ま

た入試問題にも触れていく。 

・第1部 地図でとらえる現代世界 

  第1章 地図と地理情報システム 

  第2章 結びつきを深める現代世界 

・第 2部 国際理解と国際協力 

第1章 生活文化の多様性と国際理解 

  第2章 地球的課題と国際協力 

・第３部 持続可能な地域づくりと私たち 

第1章 自然環境と防災 

  第2章 生活圏の調査と地域の展望 

 

・第 1部 現代世界の系統地理的考察 

  第 1章 自然環境 

  第 2章 資源と産業 

到達目標 

・系統地理に関して身に付けた基礎知識をもとに、地理的事象について説明す

ることができる。 

・地図や統計データから必要な情報を読み取ることができる。 

・学習した知識を社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題追究・解

決する活動を行える。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 
教科書：新地理総合（帝国書院） 新詳地理探究（帝国書院） 新詳高等地図（帝国書院） 

副教材：新詳地理資料 COMPLETE2025（帝国書院） サクシード地理 新課程版（啓隆社） 

その他  

 

●授業進度表 
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授業科目 地理総合 2025年度 

社会科シラバス 学年・コース 2学年 特進（文系） 単位数 2 

授業内容 

第Ⅰ部 さまざまな地図と地理的技能 

1章 地理と地理情報システム 

2章 結びつきを深める現代社会 

第Ⅱ部 国際理解と国際協力 

1章 生活文化の多様性と国際理解 

2章 地球的課題と国際協力 

第Ⅲ部 持続可能な地域づくりとわたしたち 

１章 自然環境と防災 

２章 生活圏の調査と地域の展望 

到達目標 

・地理に関して身に付けた基礎知識をもとに、自ら説明できるようにする。 

・世界の様々な気候と生活環境、生活様式を理解する。 

・地図や統計データから必要な情報のみを読み取ることができる。 

・学習した知識をもとに資料を正確に読み解くことができ、またその事象につい

て論理的に説明することができる。 

・生活文化が多様する現代、正確な知識を理解させ、お互い尊重できる人材とな

る 

・自然災害の原理をきちんと理解させ、災害時に速やかに行動できるようにする。 

評価方法 

「知識・技能」，（40％）「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。 

「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，発表，振り返りシー

ト等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

『高等学校 地理総合』（帝国書院） 

『新詳 高等地図』（帝国書院） 

『新詳地理資料 COMPLETE2025』(帝国書院) 

『サクシード地理』（啓隆社）  

その他 

 

●授業進度表 
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授業科目 日本史探究 ２０２５年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ２学年 特進 単位数 ３ 

授業内容 

・古代から近世までを教科書を中心に，資料や図表などを適時使用し，興味や関心を持ち，東アジ

ア地域に視点を置き，中国や朝鮮半島からの歴史的背景を踏まえながら日本の歴史を学習する。 

・第Ⅰ部 原始・古代 

第１章 日本文化のあけぼの 

第２章 古墳とヤマト政権 

第３章 律令国家の形成 

第４章 貴族政治の展開 

・第Ⅱ部 中世 

  第５章 院政と武士の躍進 

  第６章 武家政権の成立 

  第７章 武家社会の成長 

・第Ⅲ部 近世 

  第８章 近世の幕開け 

  第９章 幕藩体制の成立 

到達目標 

・現在起こっている社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりす

ることができる。 

・広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の

有為な形成者に必要な資質・能力を身につける。 

・資料・図表・地図・グラフ等を正しく読み取ることができる。 

・古代の律令国家への形成過程，武士の起こりから幕府形成に至る過程簡単に説明できる。 

・出てきた重要歴史事象について講座内で話し合いができる。 

評価方法 
「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに評価する。「主

体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，振り返りシート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：『詳説 日本史 日本史探究』（山川出版社）  

副教材：『新詳日本史』（浜島書店） 『日本史重要語句 Check List2025』（啓隆社） 

    『WIN STEP 日本史探究』（Learn-S）『新日本史研究ノート』（啓隆社） 

●授業進度表 
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室町文化

戦国大名の登場

織豊政権

桃山文化

幕藩体制の成立

４月 ５月 ６月 ７月 １月

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

２月

学
年
末
試
験

２年生特進

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
探
究

１２月

第Ⅰ
部

第Ⅱ部

第Ⅲ部

１
学
期
中
間
試
験



授業科目 世界史探究 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース 2 学年 特進 単位数 3 

授業内容 

古代から近世までの諸地域の通史を中心に扱う。 

世界史へのまなざし 

第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形成 

第 1章 文明の成立と古代文明の特質 

第 2章 中央ユーラシアと東アジア世界 

第 3章 南アジア世界と東南アジア世界の展開 

第 4章 西アジアと地中海周辺の国家形成 

 第 5章 イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成 

第Ⅱ部 諸地域の交流・再編 

 第６章 イスラーム教の伝播と西アジアの動向 

 第７章 ヨーロッパ世界の変容と展開 

 第８章 東アジア世界の展開とモンゴル帝国 

 第９章 大交易・大交流の時代 

 第１０章 アジアの諸帝国の繁栄 

 第１１章 近世ヨーロッパ世界の動向 

到達目標 

・教科書や資料集を使って，必要な情報を的確に読み取ることができる。 

・古代から近世にかけての歴史の理解に関して必要な重要語句などの知識を獲得し，諸

地域同士のつながりについても理解する。 

・文明の成り立ちなどの各地域の源流を学習する中で，各地域の民族的特徴や文化の基

盤について理解している。 

・教科書や用語集に掲載されている重要語句について説明することができる。 

・与えられた史料から情報を正確に読み取り，論理的な判断ができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに評

価する。「主体的に取り組む態度」については，振り返りシート，小テスト等をもとに

評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：『詳説世界史探究』（山川出版） 

副教材：『アカデミア世界史』（浜島出版） 

『世界史用語集』（山川出版）  

『世界史重要語句 Check List』（啓隆社） 

『大学入学共通テスト対応 30テーマ世界史問題集』（山川） 

その他 
 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

第1章　文明の成立と古代文明の特質

第2章　中央ユーラシアと東アジア世
界

第3章　南アジア世界と東南アジア世
界の展開

第4章　西アジアと地中海周辺の国家
形成

第5章　イスラーム教の成立とヨー
ロッパ世界の形成

第6章　イスラーム教の伝播と西アジ
アの動向

第7章　ヨーロッパ世界の変容と展開

第8章　東アジア世界の展開とモンゴ
ル帝国

第9章　大交易・大交流の時代

第10章　アジア諸帝国の繁栄

第11章　近世ヨーロッパ世界の動向

１月１２月

２年生特進
世界史探

究
夏休み 冬休み

2
学
期
期
末
試
験

2
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

第Ⅰ部

１０月 １１月

1
学
期
中
間
試
験

項目単元
５月 ６月

第Ⅱ部

科目学年・コース
２月 ３月４月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 公共 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース 2学年 特進 単位数 2 

受業内容 

第１編 公共の扉 

第１章 公共的な空間をつくる私たち 

 Ⅰ 公共的な空間と人間とのかかわり 

 Ⅱ 社会に参画する自立した主体として 

第２章 公共的な空間における人間としてのあり方生き方 

 Ⅰ 人間としてのあり方生き方についての探究 

 Ⅱ 選択・判断の手がかりとなる倫理的価値 

第３章 公共的な空間における基本的原理 

 Ⅰ 自立した主体となることに向けて 

 Ⅱよりよい公共的な空間づくりをめざして 

第２編 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち 

第１章 法的な主体となる私たち 

 主題１ 法や規範の意義と役割 

 主題２ 契約と消費者の権利・責任 

 主題３ 司法参加の意義 

第２章 政治的な主体となる私たち 

 主題４ 政治参加と公正な世論の形成 

到達目標 

・現代の諸問題から，人権・民主主義・法・経済・国際社会の特質など，社会で活躍

する大人として必要な一般知識をみにつけ，それらの問題に対して考える力をつける。 

・主権者として必要な民主主義の本質について時事問題や歴史を通じて理解し，他者

に説明することができる。 

・現代の政治・経済・国際関係などについて理解し，現実の情勢を主体的に探究でき

る。 

・日本国憲法の基本原理，日本の政治機構などを理解し，国内政治の諸問題について

考察し自分の意見を発表することができる。 

・現代経済について基本的な経済理論を理解し，豊かな社会を形成するために必要な

政府の役割や課題について考察できる。 

・統計資料などから問題点とその背景を読み取ることができる。 

・現代社会の課題を解決するために，対話を通じて合意を形成することができる。 

評価方法 

「知識・技能，（40％），「思考・判断・表現，（30％）については定期テストをもとに

評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレゼン発表，

レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 
教科書：『高等学校公共』(第一学習社) 

副教材：『最新公共資料集 2025』(第一学習社) 

 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

公共的な空間と人間とのかかわり

社会に参画する自立した主体として

人間としてのあり方生き方についての探究

選択・判断の手がかりとなる倫理的価値

自立した主体となることに向けて

よりよい公共的な空間づくりをめざして

法や規範の意義と役割

契約と消費者の権利・責任

司法参加の意義

政治的な主体となる私たち 政治参加と公正な世論の形成

2
学
期
中
間
試
験

2
学
期
期
末
試
験

冬休み

公共的な空間をつくる私たち

公共的な空間における人間としてのあり方生き方

公共的な空間における基本的原理

法的な主体となる私たち

１２月 １月 ２月 ３月

２年制探究 公共

1
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

夏休み

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月
学年・コース 科目 単元 項目

４月 ５月

 

２年 

特進 



授業科目 数学Ⅱ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ２学年 特進 文系 単位数 ３ 

授業内容 

第３章 図形と方程式 

 座標や方程式を用いて，直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数

学的に表現し，その有用性を認識するとともに事象の考察に活用できるよう

にする。 

第４章 三角関数 

角の概念を一般角まで拡張し，弧度法による角度の表し方について理解する。

三角関数や相互関係などの基本的性質を理解し，三角関数の加法定理や２倍

角の公式，三角関数の合成について理解を深め，それらを事象の考察に活用

できるようにする。 

第５章 指数関数と対数関数 

指数を拡張し，指数法則を用いて計算できるようにする。対数の意味と基本

的性質を理解し，対数計算をできるようにする。指数関数及び対数関数につ

いて理解を深め，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

第６章 微分法と積分法 

微分･積分の考えについて理解し，グラフの概形をかくこと及びグラフで囲ま

れた図形の面積を求めることができるようにする。 

到達目標 

上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考察し

処理する能力を伸ばす。数学を活用して粘り強く数学的論拠に基づいて判断しようとしたり，

過程を振り返って評価・改善したりしようとする態度を身につける。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度：振り返りシート，授業参加，授業態度 

① ～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：『NEXT数学Ⅱ』（数研出版） 

副教材：CONNECT数学Ⅱ+ B + C 

チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ 

ラーンズ基礎徹底演習，ラーンズ重要問題演習 

全レベル問題集①， 

その他  

 

 
学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

点と直線

円

軌跡と領域

三角関数

加法定理

指数関数

対数関数

微分係数と導関数

関数の値の変化

積分法

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

三角関数

指数関数と
対数関数

微分法と
積分法

２年

特進

文系

数学Ⅱ

図形と方程式

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



授業科目 数学Ⅱ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ２学年 特進 理系 単位数 ３ 

授業内容 

第３章 図形と方程式 

 座標や方程式を用いて，直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数

学的に表現し，その有用性を認識するとともに事象の考察に活用できるよう

にする。 

第４章 三角関数 

角の概念を一般角まで拡張し，弧度法による角度の表し方について理解する。

三角関数や相互関係などの基本的性質を理解し，三角関数の加法定理や２倍

角の公式，三角関数の合成について理解を深め，それらを事象の考察に活用

できるようにする。 

第５章 指数関数と対数関数 

指数を拡張し，指数法則を用いて計算できるようにする。対数の意味と基本

的性質を理解し，対数計算をできるようにする。指数関数及び対数関数につ

いて理解を深め，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

第６章 微分法と積分法 

微分･積分の考えについて理解し，グラフの概形をかくこと及びグラフで囲ま

れた図形の面積を求めることができるようにする。 

到達目標 

上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考察し

処理する能力を伸ばす。数学を活用して粘り強く数学的論拠に基づいて判断しようとしたり，

過程を振り返って評価・改善したりしようとする態度を身につける。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度：振り返りシート，授業参加，授業態度 

① ～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：『NEXT数学Ⅱ』（数研出版） 

副教材：CONNECT数学Ⅱ+ B + C 

チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ 

ラーンズ基礎徹底演習，ラーンズ重要問題演習 

全レベル問題集①， 

その他  

 

 
学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

点と直線

円

軌跡と領域

三角関数

加法定理

指数関数

対数関数

微分係数と導関数

関数の値の変化

積分法

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

指数関数と
対数関数

微分法と
積分法

２年

特進

理系

数学Ⅱ

三角関数

図形と方程式

１
学
期
中
間
試
験



授業科目 数学 BC ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ２学年 特進 文・理 単位数 ２＋１ 

授業内容 

数学Ｂ 第１章 数列 

  等差数列，等比数列，階差数列，その他いろいろな数列の和や一般項につ

いて学ぶ。さらに，和の記号Σや漸化式を学び，それをふまえた上で数学的

帰納法を用いた証明を考察する。 

数学Ｂ 第２章 統計的な推測 

  確率変数とその分布について理解し，それらを不確定な事象の考察に活用

できるようにする。 

  統計的な推測について理解し，それを不確定な事象の考察に活用できるよ

うにする。 

数学Ｃ 第１章 平面上のベクトル 

 平面上のベクトルという概念，加法，逆ベクトル，実数倍，内積，位置ベクト

ル，ベクトル方程式を学び，図形もベクトルを用いて考察する。 

数学Ｃ 第２章 空間のベクトル 

 平面上のベクトルの性質が空間でも同じように使えるということを学ぶ。 

到達目標 

上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考察し

処理する能力を伸ばす。数学を活用して粘り強く数学的論拠に基づいて判断しようとしたり，

過程を振り返って評価・改善したりしようとする態度を身につける。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度：振り返りシート，授業参加，授業態度 

① ～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：『NEXT 数学Ｂ』『NEXT 数学Ｃ』（数研出版） 

副教材：CONNECT 数学Ⅱ・B，CONNECT 数学Ｃ， 

チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋ＢＣ 

ラーンズ基礎徹底演習，ラーンズ重要問題演習 

 

その他 
 

 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

等差数列と等比数列

いろいろな数列

漸化式と数学的帰納法

確率分布

統計的な推測

平面ベクトル

空間ベクトル

2年

特進
夏休み 冬休み

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

数列

統計的な推測

１
学
期
期
末
試
験

数学Ｂ

数学C



学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

平面上の運動と放物運動

剛体にはたらく力のつり合い

運動量

円運動と万有引力

単振動

熱 気体のエネルギーと状態変化

波の伝わり方

音の伝わり方

光

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

１０月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

さまざまな運動

波

2年
特進
コース

物理

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

授業科目 物理 令和 7年度 

理科シラバス 履修学年・ｺｰｽ 2 学年 特進コース 単位数 3 

授業内容 

１ 力と運動 

・円運動，単振動，向心力等を学び自然現象への視野を広げる。 

２ 熱と気体 

 ・気体の法則、状態方程式の理解を深め、気体の状態変化との関連付けがで

きるようにする。 

 ・気体分子運動論の学習を通じて巨視的な世界と微視的な世界を橋渡しする

考え方が理解できるようにする。 

３ 波 

 ・音源や観測者が同一直線上を動いているときに観測されるドップラー効果

について理解する。 

・光の反射，屈折，分散，速さ，干渉，回折，などについて観察，実験を活

用しながら通学ぶことで，光の波動性について理解する。 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をも

った人物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった，自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・力学的エネルギーや熱エネルギーを通してマクロおよびミクロ的な視点から 

自然現象について考察できる力をつけること。 

・力学や熱学を通して物理学が社会の発展に果たしてきた役割に気づくこと。 

・運動の記述を一次元から二次元と発展させることにより、空間的な把握力が 

身につくようにすること。 

・剛体の学習を通して，身近なところで実際の物体に成り立っている力関係が 

正しく捉えられるようにすること。 

・波動，電気と磁気という視点から日常に生起する諸現象を眺めることによっ

て視野を広め、物理現象の理解を深めること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出

物から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書：物理（数研出版）      

副教材：セミナー物理（第一学習社） 

物理 良問の風 物理 頻出・標準入試問題集（河合出版） 

●授業進度表 

 

 



授業科目 化学 令和７年度 

理科シラバス 学年・コース ２学年 特進コース 単位数 3 

授業内容 

【化学基礎】  

第２編 物質の変化 

酸と塩基の反応及び酸化還元反応から化学反応に関する基本的な概念や法則

を理解し，それらを日常生活や社会と関連付けて考察できる。 

 

【化学】 

第１編 物質の状態 

固体，液体，気体の性質を学習した後，物質の状態変化，状態間の平衡，溶

解平衡及び溶液の性質について理解させるとともに，それらを日常生活や社会

と関連付けて考察できるようにする。 

第２編 化学反応とエネルギー   

化学反応に伴うエネルギーの出入りから化学反応に関する概念や法則を理解

させるとともに，それらを日常生活や社会と関連付けて考察できるようにす

る。 

第３編 化学反応の速さと平衡 

化学反応における温度や濃度，触媒の影響などについて観察，実験を行い，

反応速度や化学平衡の概念を理解させる。 

第４編 無機物質 

無機物質の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，元素の性質が周期

表に基づいて整理できることを理解させるとともに，それらを日常生活や社会

と関連付けて考察できるようにする。 

 

 

到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高める。 

化学の基本的な概念や原理・法則の理解から科学的な見方や考え方の資質・能力

を向上させ，自律した学修者を目指す。 

評価方法 

知識・技能（40点）…定期試験，小テスト 

思考力・判断力・表現力（30点）…定期試験，授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動，振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学基礎 東京書籍     化学 Vol.1 Vol.2  東京書籍 

フォトサイエンス 化学図録 数研出版 

ニューグローバル 化学基礎 化学 東京書籍 

 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

酸化還元反応

電池と電気分解

物質の状態

気体の性質

溶液の性質

固体の構造

化学反応とエネルギー 化学反応と熱・光

化学反応の速さ

化学平衡

水溶液中の化学平衡

周期表と元素

非金属元素

金属元素

無機物質

2年特進
理系 化

学

１
学

期
中
間
試

験

２
学

期
期
末
試

験

１
学

期
期
末
試

験

２
学

期
中
間
試

験

４月 ５月 ６月 ７月

化学基礎 物質の変化

８月 ９月 １０月

物質の状態

化学反応の速さと平衡

２月 ３月１１月 １２月 １月

学
年

末
試
験



授業科目 生物 令和 7年度 

理科シラバス 学年・コース ２学年 特進・理系 単位数 ３ 

授業内容 

生物 

第 1編 生物の進化 

生物の起源と生物の進化を学ぶことで、生物の成り立ちを網羅的に理解する。 

第２編 生命現象と物質 

生物の代謝について分子レベルの反応を視覚的に認識し，細胞内で起こるエネル

ギー生成のメカニズムを理解する。 

第３編 遺伝情報の発現と発生 

 生体が遺伝情報をもとに生体がどのように作られているかを理解すると同時に、最先

端のバイオテクノロジーの理解に繋げる。 

 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもった人

物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・3学年の入試演習に向け、基礎的な知識、問題を解く姿勢が身に付く。 

・将来の進路を想定した上での必要な知識として、本科目に取り組む。 

・国公立大学の二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書 生物 数研出版 

副教材 リードα生物 数研出版 

     スクエア最新図説生物 第一学習社 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

生物の進化①

生物の進化②

生物の進化③

細胞と分子

代謝

遺伝情報の発現と発生①

遺伝情報の発現と発生②

遺伝情報の発現と発生③

動物の反応と行動

植物の環境応答

生態と環境 生物群集と生態系

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

生物の進化

生命現象と物質

遺伝情報の発現と
発生

生物の環境応答

2年
特進

理系

生物

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

夏休み

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 総合理科 令和 7年度 

理科シラバス 学年・コース 2学年 特進・文系 単位数 2 

授業内容 

化学基礎 

第１編 物質の構成 

原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解させる。また、物質の性質については

化学結合との関係を理解させ、物質について微視的な見方ができるようにする。 

第２編 物質の変化 

物質量を学習した後、化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応から

化学反応に関する基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを日常生活や社

会と関連付けて考察できるようにする。 

生物基礎 

第１部 生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ，生物の体を構成する共通の基本単位であ

る細胞の構造と働きを学び，生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解する。 

第２部 遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及び DNA の構造

と機能の概要を理解する。 

第３部 生物の体内環境の維持 

生物の体内環境の維持について観察，実験などを通して探究し，生物には体内環境

を維持する仕組みがあることを理解させ，体内環境の維持と健康との関係について認

識する。 

第４部 生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを

理解し，その保全の重要性について認識する。 

探究活動 

観察・実験問題を通して，科学的に思考・探究する力を養う。 

到達目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、化学と生物の基

本的な概念や原理・法則の理解から科学的な見方や考え方の資質・能力を向上させ，

自律した学修者を目指す。 

・大学入学共通テストおよび私立大学の入試問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学基礎(東京書籍) 生物基礎(数研出版)  

ニューグローバル化学基礎＋化学(東京書籍)   

リードα生物基礎(数研出版)   

 

 



●授業進度表 

 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
生物の特徴 * * * * * * * * *
遺伝子とそのはたらき * * * * * * * * * *

生物の体内環境の維持 生物の体内環境 * * * * * * * * * * *
植生の多様性と分布 * * * * * * * * * *
生態系とその保全 * * * * * * * * * *

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2年
特進
文系

生物
基礎

生物と遺伝子 １

学
期

中

間
試

験

１

学
期

期

末
試

験生物の多様性と生態系

夏休み

２

学
期

中

間
試

験

２

学
期

期

末
試

験

冬休み

学
年

末

試
験



授業科目 体育（体育実技 2単位） 2025年度 

シラバス 履修 類・学年 全コース ２年男子 単位 ２ 

授業内容 

・集団行動 

 学校生活の中で集団行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければならない

諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

・体づくり運動 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足している能力を

高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康で充実した

学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・球技（ソフトボール、バレーボール、サッカー） 

 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身につ

け、技術を上達させる。 

・持久走（特色種目） 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。 

安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

・陸上 

歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれぞれ

の種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・体育理論 

合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニングによっ

て向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基礎を学習す

る。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に取り組む態度 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換

集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

基本的技能運動

基本的技術運動

基礎、基本的な運動

合理的な運動

体力向上の運動

精神力や忍耐力メントレ

合理的な運動を学習する

体育理論 練習方法や必要な体力

生涯スポーツの意味

２
学
期
期
末
試
験

体育

１月 ２月

２年男子

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月

持久走

集団行動

体力づくり

球技

陸上

 



授業科目 体育 ２０２５年度 

シラバス 履修 類・学年 全コース ２年女子 単位 ２ 

授業内容 

・集団行動 学校生活の中で集団行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなけれ

ばならない諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

・体力つくり運動 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足

している能力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康

で充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・ソフトボール 集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的技

能を身につけ、技術を上達させる。 

・ダンス ダンスの特性について知る。心と体を解きほぐし、ダンスを通して誰とでも関ることを

できるよう学習する。 

・持久走（特色種目） 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動

に活かす。マラソン大会の安全対策とマラソン事前学習の習得とする。 

・陸上 歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれ

ぞれの種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・体育理論 合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニ

ングによって向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基礎を

学習する。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 ・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技

術の習得に取り組んでいる。 ・ゲームを進めるためのルールを理解している。・スキル

テストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に取り組む態度 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他  

●授業進度表 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換

集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

基本的技能運動

基本的技術運動

基礎、基本的な運動

合理的な運動

簡単なコンビネーション

創作ダンス

体力向上の運動

精神力や忍耐力メントレ

スポーツの発祥と発展

体育理論 運動・スポーツの学び方

豊かなスポーツライフの設計

２
学
期
期
末
試
験

体育

１月 ２月

２年女子

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ダンス

持久走

集団行動

体力づくり

球技

陸上



 

授業科目 保健 ２０２５年度 

シラバス 履修 類・学年 全コース ２年 単位 １ 

授業内容 

１学期  生涯を通じる健康（ライフステージと健康～妊娠・出産と健康） 

 

２学期  生涯を通じる健康（避妊法と人工妊娠中絶～医薬品と健康） 

 

３学期  社会生活と健康（大気汚染と健康～健康に関する環境づくりと社会参加） 

 

クラス単位の講義形式。 

動画視聴やグループ学習、調べ学習なども行う。 

 

 

思春期から中高年期までの健康にかかわることがらについて学び、保健・医療のしく

みや、それらの活用の仕方などについて学ぶ。 

健康に関する環境・食品の問題や、働くことと健康の関係などについて学ぶ。 

 

到達目標 
１年で学んだ「現代社会と健康」をふまえ、生涯を見通した健康生活の設計を立てさせ

る。 

評価方法 
知識・技能（４割）  思考・判断・表現（３割）  主体的に取り組む態度（３割） 

使用教材 

教科書「現代高等保健体育」（大修館） 

ノート「現代高等保健体育ノート」（大修館） 

その他 必履修科目 

●授業進度表 

 
学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ライフステージと健康

思春期と健康

性意識と性行動の選択

妊娠・出産と健康

避妊法と人工妊娠中絶

結婚生活と健康

中高年期と健康

働くことと健康

労働災害と健康

健康的な職業生活

医薬品と健康　

大気汚染と健康

水質汚濁，土壌汚染と健康

環境と健康にかかわる対策

ごみの処理と上下水道の整備

食品の安全性

食品衛生にかかわる活動

保健サービスとその活用

医療サービスとその活用

医療品の制度とその活用

さまざまな保健活動や社会的対策

健康に関する環境づくりと社会参加

５月 ６月 ７月

生涯を通
じる健康

社会生活
と健康

３月８月 ９月 １０月 １１月

保健

１２月 １月 ２月４月

2年

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査

２
学
期
末
考
査



授業科目 英語コミュニケーションⅡ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース ２学年 特進コース 単位数 ４単位 

授業内容 

教科書に基づき、さまざまな種類の英文を読み、英語を通じて、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを的確に理

解し、自らの考えを適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。「読む」「聞く」「対話

する」「発表する」の４技能を有機的に関連付けて学習活動を行う。JET の授業で

の既習内容を ALT との言語活動を通じ、英語運用能力の向上に努める。 

１） 教科書に基づく内容理解 

２）Retelling & Speaking を使った表現活動 

３）ALT 作成による Listening を通じた聞く活動、ダイアログ作成等の表現活動 

４）その他にもアプリなどの ICT ツールを用いた教育活動にも挑戦する。 

到達目標 

「読む」「対話する」「聞く」「発表する」の４技能について学年末までに次のことが

できるようになることを目指す。 

１）事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や

要点をとらえたりすることができる。         

２）説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

ることができる。また、聞き手に伝わるように音読することができる。 

３）聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考え

などについて、話し合ったり意見の交換をすることができる。 

４）身近な出来事や自分の考えを，簡単な英文で読み手に伝わるように話すことが

できる。 

評価方法 

評価の観点（①知識・技能 3３%②思考・判断・表現 3３%③主体的に学習に取り

組む態度 3３%） 

・定期テストには教科書で用いた内容に従い、リスニングテストを実施し、知識や

技能を評価する。  

・授業参加や発表の回数、グループワークや振り返りシート等によって、表現力や

主体性、協働性、学習に向かう姿勢を評価する。 

・週末等に課される課題等を提出物として評価対象とする。 

・その他提出物、小テストや教科書の暗唱なども評価対象とする。 

使用教材 

・FLEX English Communication Ⅱ【増進堂】 
・FLEX English Communication Ⅱ Workbook 【増進堂】 
・ターゲット１９００ 【旺文社】 
・総合英語 be 4th Edition【いいずな書店】 

その他 

４単位の内 1 単位は，ネイティブと日本人英語教師との Team Teaching であ

る。定期試験にはリスニング問題が課せられる。 

定期試験は１００分とする。 

 

 
学年・コース 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson1 Anime Pilgrimages

Lesson2 Iwaya Keisuke and the Pursuit of Dreams

Lesson3 The Surprising History of Salt

Lesson4 A Future World, with or without Sea Turtles

Lesson5 The Psychology of Waiting in Lane

Lesson6 The Human Library

Lesson7 More Than Just Shelters

Lesson8 Infections Diseases and Humans

Lesson9 Fahion for Pride

Lesson10 Larry Page and the Dream of Google 

１２月 １月６月 ７月４月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 ２月５月

2年
特進



授業科目 論理・表現Ⅱ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース 2 学年 特進コース 単位数 2 単位 

授業内容 

➀ 教科書で、既習の文法事項の確認し、文法項目間の関連にも注意を払う。 

② ターゲットとなる文法事項が使われたパッセージを読み、実際の文の中での使

われ方を確認する。 

③ リピーティング、オーバーラッピング、シャドウイング、READ and LOOK 

UP にも挑戦し、発信力強化や速読力強化を図る 

④ 授業で扱ったスピーキングやライティングで活かせる表現を適宜紹介する。 

④ Dictation シートを活用しリスニング力 UP を目指す。 

④ 授業で扱った事項は、復習の手引き（プリント）でセルフチェックできるように

する。 

⑤ 授業内での既習の単語テスト、表現テストなども適宜実施する。 

⑥ セルフチェックリストで個々人の進捗状況を意識させる。 

到達目標 

言語や文化に対する理解を深め，コミュニケーションを図ろうとする態度を養うと

ともに，論理的な思考力を養い，論理の展開や表現の方法を工夫し，伝える能力を

養う。又、そのための文法事項の定着も目指す。 

評価方法 

評価の観点（①知識・技能 3３%②思考・判断・表現 3３%③主体的に学習に取り

組む態度 3３%）  

 

・定期考査では文法問題に加え、英作文、その他初見の問題も実施する。 

・週末・長期休暇などに課される課題などの提出物を評価する。 

・単語テストなども評価の対象とする。 

・その他主体的な取り組みを評価する。（授業プリント、復習の手引きなど） 

使用教材 

・be English Logic and Expression ⅡSmart (いいずな書店) 

・be smartⅡ Workbook  (いいずな書店) 

・be 総合英語 4th Edition (いいずな書店) 

・英文法・語法 Vintage ４rd Edition (いいずな書店)  

・プリント（適宜配布） 

その他 
 

 

科目 単位 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

L1,2

L3

L4,5

L6,7,8

L9,10

L11,12

L13,14

L15 discussion

writing

２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

１

学

期

期

末

試

験

１０月 １１月 １２月 １月

論

理

表

現

Ⅱ

2

１

学

期

中

間

試

験

２

学

期

中

間

試

験

２

学

期

期

末

試

験

学

年

末

試

験



令和７年度 家庭科 指導と評価の年間計画(シラバス) 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「家庭基礎 自立・創造・共生」 （出版社名 東京書籍） 

副教材等 ワークブック 家庭基礎 （出版社名 東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常生活で起こる事象や知識として身に着けておくべき技術や制度など生活をより良いものにするための

科目である。日常生活に目を向けて様々なできごとに興味や関心を持ってください。 

 家庭科は学期ごとに１回～２回実習を行います。家庭科で学んだ知識や技術を生かして、日ごろから、料理

やボタン付けなど、生活の自立にむけて実践していってください。 

 

２ 学習の到達目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，より

よい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を身につける

ことを目指す。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 a:知識・技能  b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・生活を主体的に営むために

必要な人の一生と家族・家

庭及び 福祉，衣食住，消費

生活・環境などの基礎的なこ

とについて理解している。 

 

・生活を主体的に営むために

必要な技能を身に付けてい

る。 

・家庭や地域及び社会におけ

る生活の中から課題を見いだ

し，課題の解決策を構想した

り，実践を評価・改善したり，

考察したことを根拠に基づい

て論理的に表現したりする力

を身に付けている。 

・様々な人々と協働し，よりよい社

会の構築に向けて，課題の解決

に主体的に取り組もうとしてい

る。 

 

・自分や家庭，地域の生活の充

実・向上にむけて実践しようとし

ている。 

 

 

 

 

学年・ｺｰｽ 科目 単位 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

生涯を見通す

人生をつくる

子どもとともに育つ

超高齢社会を共に生きる

共に生き、共に支える

食生活をつくる

衣生活をつくる

住生活をつくる

経済生活を営む

持続可能な生活を営む

生活の創造 これからの生活を創造する

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

２年

１
学
期
中
間
試
験

家族社会と
の共生

生活の自立

家庭基礎 2

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験


